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水の文化書誌 《下水道》9

最
初
か
ら
尾
籠
な
話
で
申
し
訳
な
い
が
、
小
学
生
の
と
き
、

検
便
を
持
っ
て
い
く
こ
と
が
あ
っ
た
。
マ
ッ
チ
棒
に
便
を
つ

け
て
マ
ッ
チ
箱
に
入
れ
た
。
も
ち
ろ
ん
ト
イ
レ
は
汲
み
取
り

式
で
あ
っ
た
。
そ
の
通
学
路
の
途
上
に
畑
に
肥
だ
め
が
あ
っ

た
。
１
９
５
３
年
（
昭
和
28
）
ご
ろ
の
話
で
あ
る
。
ト
イ
レ

や
下
水
の
こ
と
を
考
え
た
ら
、
こ
の
こ
と
が
思
い
出
さ
れ
た
。

明
治
維
新
後
、
我
が
国
で
は
急
速
な
近
代
化
が
図
ら
れ
た
。

近
代
化
に
あ
た
っ
て
は
下
水
道
事
業
が
考
え
ら
れ
た
が
、
鉄

道
、
港
湾
、
道
路
、
用
水
の
イ
ン
フ
ラ
設
備
が
優
先
さ
れ
た
。

稲
葉
紀
久
雄
著
『
下
水
道
論
の
歴
史
的
探
訪
』（
日
本
水
道
新

聞
社
、
１
９
８
０
）
は
、
明
治
初
期
、
長
与
専
斎
ら
の
下
水

事
業
に
か
け
る
群
像
を
捉
え
て
い
る
。
明
治
４
年
、
長
与
は

岩
倉
遣
欧
使
節
団
に
福
沢
諭
吉
ら
と
参
加
し
、
上
下
水
道
施

設
の
視
察
を
行
っ
た
。
帰
国
後
、
長
与
は
明
治
10
年
〜
15
年

の
間
、
コ
レ
ラ
に
よ
る
15
万
人
の
死
者
を
憂
え
、
衛
生
事
業

と
し
て
、
早
急
に
上
水
の
供
給
法
、
下
水
の
排
除
法
、
家
屋

の
建
築
法
を
包
括
的
に
考
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

明
治
22
年
、
長
与
を
中
心
と
し
て
、
古
市
公
威
、
原
口
要
、

山
口
半
六
、
永
井
久
一
郎
、
原
竜
太
、
英
国
人
ウ
ィ
リ
ア

ム
・
Ｗ
・
バ
ル
ト
ン
に
よ
っ
て
『
東
京
市
下
水
道
設
計
第
一

報
告
書
』
が
ま
と
め
ら
れ
た
が
、
水
道
事
業
の
優
先
と
財
政

難
で
、
残
念
な
が
ら
こ
の
報
告
書
は
実
現
さ
れ
な
か
っ
た
。

そ
の
後
、
バ
ル
ト
ン
は
下
関
市
、
仙
台
市
、
名
古
屋
市
の

下
水
道
調
査
を
精
力
的
に
行
い
、
各
都
市
で
は
下
水
道
の
敷

設
が
な
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
バ
ル
ト
ン
は
後
藤
新
平
の
要
請

を
受
け
て
台
湾
に
渡
り
、
浜
野
弥
四
郎
、
八
田
與
一
と
共
に

上
下
水
道
事
業
の
発
展
に
尽
く
し
た
。「
日
本
上
下
水
道
技

術
の
父
」
と
呼
ば
れ
る
バ
ル
ト
ン
に
つ
い
て
、
同
著
『
都
市

の
医
師
』（
水
道
産
業
新
聞
社
、
１
９
９
３
）
が
あ
る
。

明
治
17
年
、
森
鴎
外
は
ド
イ
ツ
留
学
後
、
下
水
道
事
業
の

急
務
を
説
い
て
い
る
。
斎
藤
健
次
郎
著
『
森
鴎
外
と
下
水
道
』

（
環
境
新
聞
社
、
１
９
９
４
）
の
中
に
「
是
等
は
皆
汚
で
、

そ
れ
を
大
小
便
と
共
に
洗
ひ
去
る
方
法
で
な
け
れ
ば
、
眞
に

町
を
清
め
る
と
は
云
は
れ
ま
せ
ん
。
其
大
目
的
を
達
す
る
の

は
下
水
道
事
業
ば
か
り
で
す
」
と
引
用
し
、『
衛
生
学
大
意
』

『
衛
生
新
篇
』
の
解
説
に
及
ん
で
い
る
。
同
著
『
物
語
下
水

道
の
歴
史
』（
水
道
産
業
新
聞
社
、
１
９
９
８
）
が
あ
る
。

わ
が
国
の
下
水
道
の
歴
史
に
つ
い
て
、
日
本
下
水
道
協
会

編
・
発
行
『
日
本
下
水
道
史
』
の
「
総
集
編
」（
１
９
８
９
）、

「
行
財
政
編
」（
１
９
８
６
）、「
事
業
編
　
上
・
下
」（
１
９

８
７
）、「
技
術
編
」（
１
９
８
８
）
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
水
を
使
う
こ
と
は
水
を
消
費
す
る
こ
と
で
は

な
く
、
む
し
ろ
汚
す
こ
と
に
つ
な
が
る
。
９
月
10
日
の
「
下

水
道
の
日
」
に
は
、
各
々
の
浄
化
セ
ン
タ
ー
で
、
今
年
も
ま

た
「
街
を
き
れ
い
に
」「
ト
イ
レ
の
水
洗
化
で
快
適
に
」「
浸

水
を
防
ぐ
」「
川
や
海
を
美
し
く
」
と
、
下
水
道
の
役
割
に

つ
い
て
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
さ
れ
て
い
た
。
大
内
弘
著
『
絵
で
み

る
下
水
道
の
し
く
み
』（
山
海
堂
、
１
９
８
７
）
は
、
誰
で

も
が
わ
か
る
よ
う
に
絵
と
解
説
文
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
下

水
処
理
場
は
、
下
水
の
処
理
施
設
と
汚
泥
の
処
理
施
設
に
分

け
ら
れ
る
。
下
水
は
最
初
の
沈
殿
池
で
上
澄
水
と
固
形
物
に

分
離
さ
れ
、
上
澄
水
は
エ
ア
レ
ー
シ
ョ
ン
で
微
生
物
と
接
触

さ
せ
、
汚
れ
を
取
り
、
最
終
沈
殿
池
か
ら
消
毒
し
て
川
や
海

へ
流
す
。
一
方
、
最
終
沈
殿
池
に
溜
ま
っ
た
汚
泥
は
、
濃
縮

タ
ン
ク
で
さ
ら
に
沈
殿
さ
せ
て
容
積
を
減
ら
し
、
消
化
タ
ン

ク
へ
移
さ
れ
、
こ
こ
で
腐
敗
発
酵
さ
せ
、
汚
泥
中
の
有
機
物

を
分
解
さ
せ
、
病
原
菌
を
死
滅
さ
せ
る
。
こ
れ
を
消
化
汚
泥

と
い
い
、
さ
ら
に
洗
浄
、
脱
水
す
る
と
脱
水
ケ
ー
キ
と
な
り
、

運
搬
さ
れ
、
埋
め
立
て
や
肥
料
等
に
処
分
さ
れ
る
。
こ
れ
が

下
水
処
理
場
の
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。

我
が
国
の
下
水
道
の
現
状
に
つ
い
て
、
国
土
交
通
省
都

市
・
地
域
整
備
局
下
水
道
部
監
修
『
日
本
の
下
水
道
』（
日
本

下
水
道
協
会
、
２
０
０
３
）
が
、
毎
年
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
書
に
よ
る
と
、
２
０
０
３
年
度
予
算
は
総
事
業
費
２
兆

５
６
７
２
億
円
を
も
っ
て
公
共
下
水
道
、
流
域
下
水
道
等
の

建
設
費
と
維
持
管
理
費
に
使
わ
れ
て
い
る
。
14
年
度
ま
で
の

下
水
処
理
人
口
普
及
率
は
全
国
平
均
で
約
65
・
２
％
、
人
口

５
万
人
未
満
の
市
町
村
で
は
31
・
８
％
の
状
況
で
、
今
後
も

み
ず
い
た
り
て
き
ょ
な
る
　
渠
は
溝
や
掘

り
割
り
の
意
　
水
が
流
れ
る
と
自
然
に
溝

が
で
き
る
こ
と
か
ら
、
物
ご
と
は
時
が
く

れ
ば
自
然
に
成
就
す
る
、
学
問
を
極
め
る

と
自
然
に
徳
も
そ
な
わ
る
こ
と
を
い
う

水
到
渠
成

み
ず
は
ほ
う
え
ん
の
う
つ
わ
に
し
た
が
う

人
の
考
え
方
や
性
格
は
友
人
や
環
境
に
よ

っ
て
、
よ
く
も
悪
く
も
な
る
と
の
意
　
出

典
で
は
「
民
は
猶
水
の
ご
と
し
、
盂
方
な

れ
ば
水
方
に
、
盂
円
な
れ
ば
水
円
な
り
」

水
随
方
円

す
い
そ
ん
さ
ん
か
く
　
小
さ
な
運
河
や
ク

リ
ー
ク
が
多
い
中
国
江
南
地
方
の
の
ど
か

な
風
景
を
描
写
　
郭
は
集
落
を
囲
む
塁
壁

の
意
で
、
転
じ
て
集
落
の
意

水
村
山
郭

す
い
か
　
１

水
と
火
と
　
２

洪
水
と
火

災
と
、
ま
た
そ
の
よ
う
に
勢
い
の
烈
し
い

こ
と
　
３

水
に
溺
れ
火
に
焼
か
れ
る
苦
痛

４

大
変
仲
が
悪
い
こ
と
　
５

極
め
て
必

要
な
も
の水
火
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引
き
続
き
下
水
道
の
整
備
の
促
進
を
図
る
、
と
あ
る
。

明
治
33
年
に
下
水
道
法
が
制
定
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
後

の
改
正
に
つ
い
て
、
稲
葉
紀
久
雄
著
『
下
水
道
と
環
境
』

（
朝
日
新
聞
社
、
１
９
８
６
）
か
ら
追
っ
て
み
る
。
明
治
33

年
以
来
58
年
間
ぶ
り
の
改
正
と
な
っ
た
昭
和
33
年
の
大
改
正

は
、
公
衆
衛
生
の
向
上
の
必
要
性
、
下
水
処
理
場
の
位
置
づ

け
、
下
水
道
事
業
の
財
源
が
強
化
さ
れ
た
。
昭
和
42
年
の
改

正
は
、
そ
れ
ま
で
下
水
管
渠
は
建
設
省
、
終
末
処
理
場
は
厚

生
省
の
管
轄
が
、
建
設
省
に
一
元
化
さ
れ
た
。
昭
和
45
年
の

改
正
は
汚
水
集
中
の
一
元
化
で
あ
る
。
下
水
道
の
目
的
に
公

共
用
水
域
の
水
質
保
全
が
規
定
さ
れ
、
下
水
道
整
備
基
本
計

画
の
策
定
、
雨
水
処
分
専
用
下
水
道
を
除
い
た
す
べ
て
の
下

水
道
に
、
終
末
処
理
場
の
設
置
、
便
所
の
水
洗
化
が
義
務
づ

け
ら
れ
た
。
汚
染
者
負
担
の
原
則
も
規
定
さ
れ
た
。
昭
和
51

年
の
改
正
は
悪
水
下
水
（
主
に
工
場
排
水
）
に
よ
る
規
制
が

強
化
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
書
に
「
こ
こ
に
下
水
道
法
は
公
物

管
理
法
の
側
面
と
水
質
保
全
法
の
側
面
を
備
え
る
こ
と
に
よ

り
、
下
水
道
と
社
会
と
の
関
わ
り
方
が
確
立
し
た
」
と
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
現
在
の
下
水
道
の
制
度
を
分
析
し
、
批
判
し
、

そ
の
代
替
案
を
提
示
し
た
書
が
あ
る
。
中
西
準
子
著
『
都
市

の
再
生
と
下
水
道
』（
日
本
評
論
社
、
１
９
７
９
）、
同
著

『
下
水
道
‐
水
再
生
の
哲
学
』（
朝
日
新
聞
社
、
１
９
８
３
）、

同
著
『
ち
ば
の
水
‐
水
循
環
と
個
人
下
水
道
』（
崙
書
房
、
１

９
８
８
）
で
あ
る
。
下
水
道
の
主
な
問
題
点
と
し
て
（
１
）

家
庭
水
だ
け
で
な
く
工
場
排
水
を
受
け
入
れ
る
施
設
に
よ
っ

て
、
会
社
の
企
業
責
任
が
な
く
な
り
、
自
治
体
責
任
に
転
嫁

さ
れ
、
下
水
道
の
全
国
的
整
備
が
公
害
防
止
の
体
制
を
崩
壊

さ
せ
た
（
２
）
流
域
下
水
道
の
場
合
、
末
端
の
海
浜
に
巨
大

な
施
設
に
よ
り
排
水
を
河
川
に
入
れ
ず
、
河
川
の
水
が
な
く

な
り
、
海
の
汚
染
と
な
っ
た
（
３
）
大
型
予
算
が
組
ま
れ
、

過
大
な
計
画
、
過
大
な
投
資
が
地
方
財
政
を
圧
迫
し
、
福
祉

施
策
の
削
減
に
つ
な
が
っ
た
、
と
指
摘
す
る
。

こ
の
問
題
点
を
踏
ま
え
、
よ
り
よ
い
下
水
道
の
代
替
案
と

し
て
、
神
奈
川
県
藤
沢
市
の
境
川
流
域
下
水
道
、
愛
知
県
刈

谷
市
の
流
域
下
水
道
の
見
直
し
作
業
に
参
加
し
、
住
民
と
協

議
し
な
が
ら
適
正
規
模
の
下
水
道
を
追
求
し
て
い
る
。
さ
ら

に
長
野
県
駒
ヶ
根
市
か
ら
下
水
道
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
依
頼
を

受
け
、
そ
れ
を
ま
と
め
た
中
西
準
子
・
沖
野
外
輝
夫
共
著

『
下
水
道
計
画
論
』（
武
蔵
野
書
房
、
１
９
８
２
年
）
が
あ
る
。

な
お
、
汚
水
処
理
方
法
に
つ
い
て
は
、
公
共
下
水
道
、
流

域
下
水
道
、
農
業
（
漁
業
）
集
落
排
水
事
業
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
プ
ラ
ン
ト
、
合
併
（
単
独
）
処
理
浄
化
槽
が
挙
げ
ら
れ
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
処
理
方
法
は
そ
の
必
要
性
、
地
形
、
時
間
、
コ

ス
ト
な
ど
を
検
討
し
、
住
民
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
時
代
に

な
っ
て
き
た
。

石
井
勲
第
一
工
業
大
学
教
授
の
考
案
に
よ
る
「
石
井
式
水

循
環
シ
ス
テ
ム
」（
戸
別
式
浄
化
槽
）
は
個
人
下
水
道
と
も

呼
べ
る
浄
化
槽
で
あ
る
。
石
井
勲
・
山
田
國
廣
著
『
下
水
道

革
命
‐
河
川
荒
廃
か
ら
の
脱
出
』（
藤
原
書
店
、
１
９
９
０
）、

同
共
著
『
浄
化
槽
革
命
』（
合
同
出
版
、
１
９
９
４
）
に
、

こ
の
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
と
処
理
水
が
Ｂ
Ｏ
Ｄ
１
ｐ
ｐ
ｍ
台
に

浄
化
さ
れ
る
、
と
あ
る
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
病
院
、
学
校
、

レ
ス
ト
ラ
ン
、
個
人
の
家
に
設
置
さ
れ
、
そ
の
効
果
を
発
揮

し
て
い
る
。

今
後
の
下
水
道
の
方
向
性
に
つ
い
て
は
、
公
衆
衛
生
の
向

上
、
よ
り
よ
い
水
循
環
の
形
成
、
下
水
道
の
コ
ス
ト
拡
大
を

防
ぐ
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
示
唆
を
与
え
る
書

と
し
て
、
楠
本
正
康
著
『
下
水
は
自
然
を
め
ぐ
る
』（
第
一
法

規
、
１
９
８
２
）、
加
藤
英
一
著
『
だ
れ
も
知
ら
な
い
下
水
道
』

（
北
斗
出
版
、
２
０
０
４
）
を
挙
げ
る
。

終
わ
り
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
下
水
道
に
関
す
る
、
岡
並
木

著
『
舗
装
と
下
水
道
の
文
化
』（
論
創
社
、
１
９
８
５
）、
尾

田
栄
章
著
『
セ
ー
ヌ
に
浮
か
ぶ
パ
リ
』（
東
京
図
書
出
版
会
、

２
０
０
４
）、
ヒ
ュ
ー
・
バ
ー
テ
ィ
キ
ン
グ
著
『
英
国
上
下
水

道
物
語
』（
日
本
水
道
新
聞
社
、
１
９
９
５
）
を
掲
げ
る
。

す
い
き
ょ
う
　
１

水
が
あ
り
の
ま
ま
に
物

の
姿
を
写
す
よ
う
に
、
公
平
に
物
事
を
観

察
し
、
そ
の
状
を
洞
見
す
る
こ
と
、
ま
た

そ
の
人
　
２

水
面
に
物
の
か
た
ち
が
映
っ

て
見
え
る
こ
と
　
３
月
の
異
称

水
鏡

す
い
て
ん
ほ
う
ふ
つ
　
水
平
線
が
は
っ
き

り
せ
ず
水
と
空
の
区
別
が
で
き
な
い
こ
と

か
ら
　
見
分
け
が
つ
き
に
く
い
こ
と
の
意

水
天
髣
髴

き
ょ
う
か
す
い
げ
つ
　
鏡
に
映
っ
た
花
、

水
に
映
っ
た
月
か
ら
、
見
え
る
だ
け
で
手

に
取
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
、
眼
に
は

見
え
て
も
実
体
の
な
い
も
の
の
意
　
む
な

し
く
、
は
か
な
い
、
ま
ぼ
ろ
し
の
こ
と

鏡
花
水
月

さ
い
か
ぎ
っ
す
い
　
菓
は
木
の
実
の
意

深
山
に
入
り
木
の
実
を
採
り
、
水
を
汲
ん

で
生
活
す
る
様
　
厳
し
い
修
行
を
す
る
こ

と採
菓
汲
水


